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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
「
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
２

陣
と
し
て
ブ
ー
タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
３
カ
国
か
ら
高
校
生
と
引
率
者
、
計
15
名
を
招
き
、

一
週
間
に
わ
た
る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

各
国
の
高
校
生
ら
全
員
が
来
日
し
揃
っ
た
の
は
10
月

16
日
の
夜
。
そ
の
翌
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

◉
生
命
科
学
の
神
秘
に
触
れ
る

10
月
17
日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
一

行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
海
ほ
た
る
を
横
断
し
、
千
葉
・

木
更
津
市
に
あ
る
「
公
益
財
団
法
人
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ

研
究
所
」
へ
向
か
っ
た
。
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
は
、

世
界
初
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
専
門
の
研
究
機
関
と
し
て
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
研
究
機
関
。
長
瀬
隆
弘

特
任
研
究
員
に
よ
る
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
」
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
な
ぜ
生
命
の
設
計
図
と
呼
ば

れ
る
の
か
」
な
ど
の
講
義
に
ノ
ー
ト
を
と
り
な
が
ら

真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
身
近
な
食
べ

物
か
ら
実
際
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出
す
実
験
や
、
微
少

な
量
の
液
体
を
調
節
し
て
排
出
す
る
マ
イ
ク
ロ
ピ
ペ

ッ
ト
の
操
作
に
も
挑
戦
し
た
。
理
系
分
野
に
興
味
が

い
っ
ぱ
い
の
優
秀
な
高
校
生
に
と
っ
て
、
魅
力
的
な

内
容
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
体
験
と
な
っ
た
。

◉
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
等
で
未
来
を
体
感

10
月
18
日
、
東
芝
未
来
科
学
館
（
川
崎
市
）
と
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
調
布
航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
や
医
療
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
に
使
わ
れ

る
「
超
電
導
技
術
」
の
実
演
を
見
学
し
た
り
、
ス
ペ

ー
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
月
面
着
陸
へ
向
け
て
実
際
に
操
縦
か

ん
を
握
っ
た
り
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
が
開

く
未
来
を
体
感
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

◉
秋
山
先
生
か
ら
学
ぶ
数
学
理
論

10
月
19
日
、
東
京
理
科
大
学
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
問
し
、
同
大
栄
誉
教
授
の
秋
山
仁
氏
の
「
数
学

特
別
講
義
」
を
受
講
し
た
。
赤
と
ピ
ン
ク
の
ク
ロ
ス

さ
れ
た
紙
テ
ー
プ
で
繋
が
っ
た
り
離
れ
た
り
し
た
ハ

ー
ト
型
リ
ン
グ
を
作
っ
た
り
、
数
当
て
マ
ジ
ッ
ク
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
「
ト
ポ
ロ
ジ
ー
（
位
相
幾
何

学
）
」
「
二
進
法
」
「
正
四
面
体
タ
イ
ル
定
理
」
な

ど
を
楽
し
く
学
ん
だ
。
講
義
終
了
後
も
秋
山
氏
の
周

り
に
集
ま
り
質
問
を
繰
り
返
す
高
校
生
ら
。
続
け
て

訪
問
し
た
秋
山
氏
が
館
長
を
務
め
る
「
数
学
体
験

館
」
で
は
さ
ら
に
目
を
輝
か
せ
て
、
数
学
理
論
の
不

思
議
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
。

◉
日
本
の
高
校
生
と
交
流

10
月
20
日
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
一
つ
で
あ
る
東
海
大
学
附
属
高

輪
台
高
校
を
訪
問
し
、
日
本
の
高
校
生
と
一
緒
に
授

業
を
体
験
し
た
。
数
学
Ｂ
の
授
業
で
は
数
列
の
問
題

が
出
題
さ
れ
、
高
校
生
ら
は
国
籍
に
関
係
な
く
、
お

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
難
問
に
挑
戦
し
た
。
物
理
の

授
業
は
「
紙
の
強
度
と
構
造
の
関
係
」
を
実
験
で
検

証
す
る
と
い
う
内
容
で
、
三
角
柱
、
六
角
柱
、
円
柱

な
ど
を
紙
で
つ
く
り
、
そ
の
上
に
重
り
を
載
せ
て
強

度
を
確
認
し
た
。
午
後
か
ら
の
公
共
科
学
演
習
で
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
科
学
と
公
共
の
発
展
に
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
か
」
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
後
半
に
は
「
自
分
の
人
生
に

お
い
て
、
科
学
は
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
か
」
を

複
数
の
項
目
か
ら
ラ
ン
キ
ン
グ
付
け
す
る
と
い
う
課

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
325
回

＝
特
別
連
載
＝

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
陣
ブ
ー
タ
ン
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
高
校
生
が
来
日

かずさDNA研究所にて講義に集中

秋山先生の数学特別講義

日本の高校生と一緒に物理の授業体験
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題
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
討
論
し
て
最
終

発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
授
業
の
合
間
に
は
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

コ
ー
ル
金
賞
受
賞
の
吹
奏
楽
部
が
、
ダ
ン
ス
も
加
え

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、

一
行
を
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
一
日
を
と
お
し
て
、
今

日
初
め
て
会
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
高
校
生
同
士

が
仲
良
く
な
っ
た
。

◉
未
来
館
で
感
動
の
修
了
式

最
終
日
に
は
日
本
科
学
未
来
館
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

ル
ー
ム
火
・
水
・
金
星
に
お
い
て
修
了
式
が
行
わ
れ

た
。
来
賓
と
し
て
各
国
大
使
館
関
係
者
が
出
席
す
る

な
か
、
各
国
代
表
の
高
校
生
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ん
だ
こ
と
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
堂
々
と
語
っ

た
。
「
近
い
将
来
、
大
学
生
と
し
て
再
び
日
本
を
訪

れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
「
知
識
は
世
界
を

変
え
る
武
器
に
な
る
。
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
可
能
性
を
開
い
て
く

れ
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い
つ
か
世
界
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と
思
う
」
。
高
校
生
か
ら
力
強
い
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
訪
問
〜
立
教
大
学
〜

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
、
立
教
大
学

と
共
に
、
第
17
回
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
訪
問
〜
立
教
大
学
〜
」
を
開
催

し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が
海
外
の
高
校

生
・
大
学
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
擬
似
訪
問
体
験
を
提
供

し
、
日
本
の
優
れ
た
大
学
に
つ
い
て
彼
ら
の
関
心
を

高
め
、
日
本
留
学
へ
の
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
狙
い
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
14

号
館
「
Ｄ
３
０
１
」
教
室
に
お
い
て
、
10
月
15
日
午

後
３
時
よ
り
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
等
ア
ジ
ア
の
国
・
地
域
を
中
心
に
28

カ
国
５
２
７
名
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
中
、
海
外
視

聴
者
か
ら
１
２
６
の
質
問
が
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
質
問
箱
に

投
稿
さ
れ
た
。

冒
頭
、
松
井
秀
征
副
総
長
（
国
際
化
推
進
担
当
）

が
歓
迎
挨
拶
を
行
っ
た
。
１
８
７
４
年
米
国
人
宣
教

師
が
東
京
駐
在
の
外
国
人
の
子
女
向
け
に
「
私
塾
」

を
開
い
た
と
い
う
同
大
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ル
ー
ツ
が
紹

介
さ
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
伝
統
を
重
ん
じ

る
校
風
に
胸
を
張
っ
た
。
ま
た
、
同
大
は
国
際
化
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
中
で
外
国
人

留
学
生
を
熱
烈
に

歓
迎
す
る
旨
を
述

べ
、
挨
拶
を
締
め

く
く
っ
た
。

次
の
「
大
学
紹

介
」
で
は
Ｃ
・
キ

ヴ
ァ
ニ
ー
助
教

（
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

運
営
セ
ン
タ
ー
）

が
、
学
部
生
１
万

９
０
０
０
名
、
大

学
院
生
約
１
０
０

０
名
と
の
基
礎
情

報
か
ら
入
り
、
同

大
が
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
」
採

択
校
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
同
大
創
立
１
５
０
周
年

に
当
た
る
２
０
２
４
年
ま
で
に
外
国
人
留
学
生
２
０

０
０
名
受
け
入
れ
を
目
指
す
と
述
べ
た
。
ま
た
、
①

学
科
・
専
攻
を
説
明
、
②
若
者
文
化
を
発
信
す
る

「
池
袋
」
と
い
う
同
大
の
立
地
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
内

容
の
動
画
２
本
が
流
さ
れ
た
。

模
擬
講
義
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
箕
浦
真
生
副
総
長

（
研
究
推
進
担
当
）
・
理
学
部
教
授
が
同
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
に
制
作
し
た
「T

he	Size	of	Science

」
と

題
す
る
動
画
が
放
映
さ
れ
た
。
箕
浦
教
授
自
ら
出
演

し
、
海
外
高
校
生
向
け
に
、
宇
宙
空
間
か
ら
極
小
世

界
ま
で
が
科
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
を
10
の
階

乗
を
軸
に
豊
富
な
画
像
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
半
に
は
、
箕
浦
研
究
室

が
紹
介
さ
れ
た
の
に
併
せ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
若

手
研
究
者
を
含
む
３
名
の
外
国
人
留
学
生
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
放
映
さ
れ
た
。

「
理
学
部
４
学
科
紹
介
」
で
は
、
枝
元
一
之
理
学

部
長
が
ラ
イ
ブ
で
挨
拶
し
た
後
、
４
学
科
紹
介
動
画

を
放
映
。
数
学
科
、
物
理
学
科
、
化
学
科
お
よ
び
生

命
理
学
科
が
独
自
に
内
容
・
視
点
を
決
め
て
事
前
収

録
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、
視
聴
者
を
飽
き
さ
せ
る
こ

と
も
な
い
、
あ
っ
と
い
う
間
の
20
分
間
だ
っ
た
。

「
立
教
・
ス
タ
デ
ィ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ
Ｓ

Ｐ
）
紹
介
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
キ
ヴ
ァ
ニ
ー
助
教
が

再
び
登
壇
し
、
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
す
る
学
部

プ
ロ
グ
ラ
ム
（PEA

CE	Program

）
を
紹
介
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
の
講
義
・
演
習
が
英
語
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
特
長
だ
。
ま
た
、
授
業
料
、
奨
学
金
、

寮
入
室
手
続
き
の
説
明
も
あ
り
、
視
聴
者
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
。

日
本
学
生
支
援
機
構
の
日
本
留
学
制
度
説
明
の
後

に
は
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ト
ー
ク
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
約
８
分
間
の
動
画
が
放
映
さ
れ
た
。
動
画
で
は
、

立
教
大
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
本
館
（
１
号
館
／
モ
リ

ス
館
）
を
筆
頭
に
、
図
書
館
・
体
育
館
・
学
生
寮
等

の
施
設
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
留
学
生
が
登
場
し
て
同

大
の
校
風
、
講
義
や
日
本
人
在
校
生
に
関
す
る
印
象

に
つ
い
て
語
っ
た
。
最
後
に
、
留
学
生
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
ー
、
茶
道
・
華
道
の
文
化
体
験
、
日
本
語
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
、
外
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
有
意

義
で
心
が
温
ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
た
。

Q&Aセッション。（左から）司会の藤枝国際
センター課長、箕浦教授、キヴァニー助教




